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Q
ル
ー
ト
案
の
中
に
は
他

に
も
宮
城
野
地
区
へ
の

Ｄ
ル
ー
ト
案
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
な
ぜ
Ｃ
ル
ー
ト
案
に

絞
り
込
ま
れ
た
か

A
ル
ー
ト
の
絞
り
込
み
は

「
自
然
環
境
」「
経
済
性
」

「
整
備
効
果
」「
既
存
ス
ト
ッ
ク

の
有
効
活
用
や
早
期
利
活
用
の

可
能
性
」
の
４
つ
の
選
定
要
素

を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、

既
存
林
道
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
経
済
性
に
優
れ
、
ま
た
、

交
通
の
分
散
に
よ
る
渋
滞
緩
和

や
災
害
時
の
緊
急
輸
送
に
寄
与

す
る
な
ど
、
整
備
効
果
が
見
込

ま
れ
る
と
同
時
に
早
期
利
活
用

の
可
能
性
が
高
い
Ｃ
ル
ー
ト
に

絞
り
込
ん
だ
。

　

Ｃ
ル
ー
ト
の
事
業
費
は
約
90

億
円
程
度
と
試
算
。
既
存
林
道

を
活
用
す
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル

構
造
の
ル
ー
ト
や
新
設
道
路
の

ル
ー
ト
に
比
べ
て
、
事
業
費
が

少
な
く
て
済
む
こ
と
や
早
期
に

利
活
用
で
き
る
可
能
性
が
高
い

な
ど
、
総
合
的
に
判
断
し
て
他

の
４
ル
ー
ト
よ
り
も
優
れ
て
い

る
と
判
定
さ
れ
た
。

　

一
方
、
Ｄ
ル
ー
ト
は
、
ル
ー

ト
の
大
部
分
が
ト
ン
ネ
ル
構
造

と
な
る
た
め
、
約
240
億
円
と
莫

大
な
事
業
費
の
ほ
か
、
完
成
後

の
道
路
の
維
持
管
理
に
も
多
大

な
費
用
が
か
か
り
、
供
用
開
始

ま
で
に
長
い
期
間
が
か
か
る
こ

と
、
地
下
水
な
ど
自
然
環
境
に

対
し
て
影
響
を
与
え
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
総
合
的
に
判
断
し
て

Ｃ
ル
ー
ト
に
及
ば
な
か
っ
た
。

　

こ
の
Ｃ
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
、

動
植
物
な
ど
の
自
然
環
境
や
、

防
災
上
の
影
響
が
大
き
い
も
の

と
懸
念
さ
れ
る
た
め
「
環
境
負

荷
軽
減
策
」
の
検
討
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

仙
石
原
地
区
の
道
路
状
況

等
の
検
討
を
行
っ
た
か

QA
国
道
138
号
に
接
続
さ
れ

る
予
定
の
Ｃ
ル
ー
ト
案

選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
接
続
さ

れ
る
道
路
の
現
地
確
認
は
し
て

い
る
が
、
詳
細
な
周
辺
道
路
網

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
研
究

会
で
も
今
後
、
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
お
り
、
今
回
は
、

様
々
な
環
境
面
へ
の
影
響
、
経

済
性
等
を
比
較
し
、
既
存
道
路

を
活
用
し
た
Ｃ
ル
ー
ト
が
最
も

早
期
の
実
現
性
が
高
い
ル
ー
ト

で
あ
る
と
判
断
し
、決
定
さ
れ
た
。

Q
町
の
財
政
が
厳
し
い
こ

と
も
十
分
承
知
し
て
い

る
が
、
跡
地
を
売
却
す
る
方
向

で
考
え
て
い
る
の
か

A
現
在
の
と
こ
ろ
直
ち
に

売
却
す
る
と
い
っ
た
考

え
方
は
な
い
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
昨
年
度

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
ま
ず
、

事
業
者
の
募
集
ま
で
に
必
要
と

な
る
募
集
要
件
、
要
求
水
準
の

策
定
等
の
事
務
処
理
を
進
め
て

い
き
た
い
。
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
事
業
者
募
集
や

そ
の
応
募
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

地
域
振
興
に
資
す
る
有
効
活
用

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

Q
仙
石
原
地
域
住
民
の
憩

う
場
所
の
一
つ
と
し
て
、

観
光
客
が
憩
え
る
場
等
と
し
て
、

地
域
住
民
の
意
に
沿
っ
た
有
効

利
用
が
出
来
な
い
か

A
今
後
の
募
集
に
あ
た
り

事
業
手
法
の
選
択
肢
を

狭
め
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
応
募

の
状
況
を
見
な
が
ら
、
そ
の
結

果
に
よ
っ
て
は
、
考
え
て
み
た
い
。

　

な
お
、
事
業
者
募
集
の
際
の

条
件
と
し
て
、
旧
仙
石
原
中
学

校
の
屋
内
運
動
場
、
格
技
場
及

び
屋
外
運
動
場
の
継
続
利
用
等
、

地
域
住
民
の
利
便
性
を
考
慮
す

る
予
定
で
あ
る
。

Q
県
道
75
号
線
の
歩
道
と
、

す
す
き
草
原
、
湿
生
花

園
の
回
遊
道
の
考
え
と
、
跡
地

の
両
サ
イ
ド
に
桜
や
紅
葉
を
植

え
る
か
、
宮
城
野
の
よ
う
に
吉

野
桜
か
し
だ
れ
桜
を
植
え
、
観

光
客
を
湿
生
花
園
に
誘
導
で
き

る
の
で
は
な
い
か

A
す
す
き
草
原
を
含
め
た

回
遊
性
を
高
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
箱
根
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
も
位
置
付

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
来

園
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
箱

根
湿
生
花
園
に
と
り
ま
し
て
も
、

来
園
者
増
加
策
と
し
て
の
新
た

な
導
線
を
作
り
出
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
跡
地
周
辺
に
お
け
る
桜
等

の
植
栽
は
、
新
た
な
地
域
資
源

を
作
る
と
い
う
点
で
は
良
い
ご

提
案
で
あ
る
と
思
う
。
四
季

折
々
の
自
然
環
境
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
は
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
思
う

が
、
植
樹
後
の
維
持
管
理
の
面

も
含
め
、
検
討
す
る
余
地
が
多

い
と
考
え
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
公
募
を

予
定
し
て
い
る
旧
仙
石
原
中
学

校
跡
地
の
利
活
用
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町の考え方を問う

般
一

質
問

　

６
月
定
会
で
は
、
観
光
問
題
・
環
境
問
題
な

ど
、
町
政
全
般
へ
10
人
の
議
員
が
19
項
目
に
わ

た
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
質
問

者
及
び
質
問
項
目
は
、
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

● 勝俣　公好 （Ｐ４）
　・箱根町と南足柄市を連絡するルート案の絞り込みについて
● 石川　栄 （Ｐ４）
　・指定管理者制度について
　・旧仙石原中学校校舎跡地利用について
　・生涯学習社会について
● 村野　由紀子 （Ｐ５）
　・学校教育について
　・箱根町第５次総合計画について
● 山田　成則 （Ｐ５）
　・観光客の動向と駐車場問題について
　・町立の学校内においてのいじめ問題について
● 遠藤　秀則 （Ｐ５）
　・福祉施策推進の基本的考え方について
　・公共施設の見直しと部分の統合について
● 村上　東司 （Ｐ６）
　・平成２３年度における誘客宣伝事業について
● 川端　祥介 （Ｐ６）
　・箱根町の震災対策について
　・箱根町の税収見通しと、税源確保について
　・廃棄物処理の現状と課題について
● 勝俣　剛一 （Ｐ６）
　・個人住民税特別徴収について
　・住宅用太陽光発電補助事業について
● 稲葉　親太郎 （Ｐ７）
　・�環境先進観光地―箱根推進施策の進捗状況について、電気自動車普及と町内イ

ンフラ整備について
● 山田　和江 （Ｐ７）
　・防災対策について
　・国民健康保険料の負担軽減について
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